
            第２５回国内遺跡旅行 

上毛野の古墳時代—榛名山東南麓の古墳を巡る 

      2025年 6月 1日(日)   参加者数 96名 

案内:深澤敦仁    群馬県文化財保護課 

吉村和昭   橿考博学芸課副主任 

  行程:白石古墳群/伊勢塚古墳・七輿山古墳→保渡田古墳群/八幡塚古墳 

→かみつけの里博物館→総社古墳群/宝塔山古墳･蛇穴山古墳 

→前橋市総社歴史資料館→前橋八幡山古墳→綿貫観音山古墳 

→群馬県立歴史博物館 

 

[感想文]  ｢画期的｣×｢画期的｣ 七十周年記念国内遺跡旅行(第 25回) 

 友史会の遺跡旅行が坂東の地、関東に遠征したことが画期的です。しかし、１９９５年の

第一回国内遺跡見学会が群馬県で実施されていたようです。三十年も前のことなのですか

ら、今回の友史会の｢吾妻｣入りはやはり画期的と言えます。もう一つの画期的なことは、講

師深澤敦仁先生の解説冊子です。大判の図版･実測図･地図で構成されていて、解説文も最小

限に押さえています。さらに、各ページにＱＲコードがあり、ユーチューブ動画に飛ぶこと

が出来るのです。これからの情報伝達はかくあらんと思った次第です。 

 

 さて当日を追っていきましょう。前日の雷鳴も轟く雨模様から、当日は同行してくださっ

た｢晴れ男｣吉村和昭先生の人徳なのでしょうか、高曇りの涼やかな朝を迎えました。集合場

所は高崎駅東口。ここからバスに乗り込み、藤岡市の伊勢塚古墳をめざし出発です。 

伊勢塚古墳は、深澤先生一番のご推奨古墳です。どこにでもある横穴式石室を持つ小円墳

なのですが、関東独特の胴張り型のドーム状石室で、河原の丸石と棒状の石だけを積み上げ

模様を作りだしている古墳です。その模様は草間彌生の作品のような水玉模様の世界を思

い起こさせます。古墳は、地方ごとの個性と独自性を持つものだと感じます。 

 

次に向かったのは、高崎市街より標高の高い、榛名山山麓の保渡田古墳群です。ここには

５世紀後半の１００ｍ級の三つの前方後円墳があります。広大な敷地は公園化されていて、

駐車場は車で埋まっており、人出の賑わいが感じ取れます。一番古い井出二子山古墳は修復

され緑の草で被われています。次の八幡塚古墳は｢白い古墳｣です。築造当時の葺石が再現さ

れ、墳丘･外周堤には円筒埴輪が並立します。後円部墳頂にコンクリート構造物が埋め込ま

れ、階段を下りると、古墳の内部主体･石棺が発見されたままの状態でガラス越しに見るこ

とが出来ます。古墳の修復と同時に訪れる人のために、古墳を実感できる施設になっていま

す。次の薬師塚古墳は、お寺の境内にある古墳です。本堂裏手の小山が後円部墳頂です。そ

こに刳り抜き式舟形石棺が置かれています。前方部は茂みに被われ半分は削平されお寺の



本堂が建っています。ここは修復されずに、元のままの姿で保存されているのです。三者三

様の形で残すことで古墳保存の意味を考えることの出来る場所です。 

 

保渡田古墳群は、｢かみつけの里博物館｣が併設されています。榛名山山麓は５世紀末の榛

名山の大噴火の火山灰で被われ、同時代が一瞬にしてパックされてしまった場所なのです。

ですから博物館の展示では、古墳だけでなく、住居･田畑･馬の放牧場･豪族の居館･渡来人の

墳墓などが地域全体として理解できるようになっています。 

 

昼食後に向かうのは、前橋市郊外の総社古墳群の宝搭山古墳と蛇穴山古墳です。両方とも

７世紀の終末期の方墳です。前者は、石室内の石棺に仏教的装飾を施した古墳です。後者は、

石室全面が一枚岩の切石で構成された古墳です。地方で製作されたからこその独創性があ

ります。ここにはガイダンス施設もあります。 

 

次に訪れたのは、前橋八幡山古墳です。４世紀初頭の全長１３０ｍの前方後方墳です。公

園の中に整備保存されています。前方後方墳では全国４番目の大きさであり、後方部の稜線

がくっきりと際だち急角度で高みに至る、美しい古墳です。眺望もよく木立を抜ける風も爽

やかで、深澤先生の古墳出現期の解説も新鮮でした。  

 

 さて、最後の訪問地は綿貫観音山古墳です。２０２０年に副葬品と埴輪が一括で国宝に

指定された、｢東の藤ノ木古墳｣といわれる古墳です。全長９７ｍの前方後円墳ですが、整

備された姿は優美です。開口部が朝鮮半島の方角に向いている横穴式石室に入らせてもら

いました。未盗掘の石室内の副葬品と埴輪は近くにある群馬県立博物館で見ることが出来

ました。綿貫観音山古墳の墳頂に立つと、空は晴れ渡り、日は西に傾きかけています。遠

く北側に赤城山･榛名山、西に山頂が雲にかかった浅間山、その左には妙義山、群馬の

山々が見渡せます。古墳の発生期から終末期まで、群馬の古墳の魅力を一日で巡るコース

を設定し解説して頂いた深澤先生と群馬県の古墳整備への注力に感謝の念がわき起こりま

す。 

 

 今回の国内遺跡旅行は現地集合で実施されましたが、参加者は関西圏３８人･関東圏４

３人･他１５人だそうです。関西からのある方は、友史会の仲間の女性三人で参加し、埼

玉古墳群や東京の探訪もしたそうです。東京から参加した子供連れのお母様もいました。

関東には個性的な古墳がまだまだあります。また、関東の古墳を訪ねる機会を楽しみにし

ています。運営委員の皆様、企画･運営と有難うございました。  

横浜市 中村 尚司 

 

 



[記録写真] 

   

  高崎駅集合 

   

伊勢塚古墳 

 

   
保渡田八幡塚古墳全景 



  
   宝塔山古墳 

  

   前橋市総社歴史資料館 

  

   

  前橋八幡山古墳で深澤先生の説明 

  



  

  綿貫観音山古墳 

  

   綿貫観音山古墳の墳頂から、説明を聞く会員 

  

   綿貫観音山古墳 石室内 



 

  

 

  八幡塚古墳前で集合写真 

 


